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がんゲノム医療

がん：1つの細胞が増えること

正常な骨髄 白血病

ゲノムの変化



がんゲノム医療
ゲノム：遺伝情報全体

遺伝情報の本体：遺伝子、DNA、染色体など

遺伝情報＝設計図



がんゲノム医療

医療：病気を診断して、治療する

1. 正確な診断

2. 適切な治療法・予防法の確立

3. 副作用・合併症の予測と対策

4. 病気の原因の解明



これまでのがんゲノム医療

• 1960年 フィラデルフィア染色体異常

• 1973年 9番と22番の染色体の相互転座

• 1985年 BCR-ABL融合遺伝子の形成

• 1997年 分子標的療法薬の開発

• 2001年 イマチニブの承認

慢性骨髄性白血病の例に



転座

BCR-ABL
融合遺伝子

BCR-ABL
融合蛋白

BCR-ABL融合遺伝子の同定



イマチニブ
ニロチニブ
ダサチニブ
ボスチニブ
ポナチニブ

ATP

白血病細胞の増殖指令

BCR-ABLという白血病の原因となるタンパク

チロシンキナーゼ阻害薬

ATP 結合できない 増殖指令をブロック

細胞死

慢性骨髄性白血病の治療薬



http://www.jalsg.jp/treatment-results/chronic-myelogenous.htmlJALSGのホームページより

慢性骨髄性白血病の進歩



これからのがんゲノム医療

1. がんのゲノム変化を短期間で正確に調べる技術開発
 次世代シークエンサー：すべてのゲノム変化
 パネル遺伝子解析

2. ゲノム変化に対する有効な分子標的療法薬の開発
 ゲノムの変化＞がんの種類
 個別化医療→プレシジョン・メディシン
 迅速な薬の開発

3. 副作用や合併症の予測

4. がんの予防

日本経済新聞抜粋ベリタスHp抜粋



PRECISION MEDICINE

臓器別から遺伝子別の治療へシフトする時代がやってきた！

https://www.slideshare.net/allenday/hadoop-as-a-platform-for-genomics-strata-2015-san-jose


• 遺伝子情報から、病気のなりやすさ、薬の聞き具合などの特徴ごとに患者さんを分類し、最適な医療
を提供すること

• 「平均的な患者」のための医療から、ゲノム情報をもとにした “個別化医療”へ

プレシジョンメディシン Precision medicine



従来の抗がん薬と分子標的薬（ぶんしひょうてきやく）

これまでと異なる副作用が出現する
皮疹や下痢など。出現時期も異なる

従来の抗がん薬
（殺細胞薬） 分子標的薬



http://trendnoki.com/10920.html
http://kayo0130.hatenablog.com/entry/2016/11/21/232830
http://sakimori-w.jp/3157/
http://trendnoki.com/10920.html


肺がん

胃がん

肝臓がん

膵臓がん

大腸がん

A遺伝子異常

B遺伝子異常

C遺伝子異常

A遺伝子阻害剤

B遺伝子阻害剤

薬剤なし



島根県民のためのがんゲノム医療に必要なこと

•治験、臨床研究•がんゲノム医療
連携病院（がん
ゲノム医療拠点

病院）

•産学連携

•ビックデータ

•がんゲノム研究

•創薬研究

1.ゲノム研究の
推進および新

薬の開発

人工知能（Ai）

による診療支

援

医薬品の適応

拡大

ゲノムの変化
に基づいた医

薬品の投与

人材の育成・人材の確保



島根県民のためのがんゲノム医療に
必要なこと

高度医療の均てん化

人材確保・人材育成

基礎研究
臨床研究・治験

がんに関わるすべての
職種の連携

産学官連携

がん患者さん・県民の皆さんの協力が不可欠


